
＜農道管理を実施している事例＞

○直接支払交付金で農道の維持管理を図る

１．集落協定の概要

市町村･協定名 神奈川県足柄上郡山北町 安 洞
あしがらかみぐんやまきたまち やすぼら

協 定 面 積 田（1％） 畑（99％） 草地 採草放牧地
9.9ha 水稲 みかん等

交 付 金 額 個人配分 －％
92万円 共同取組活動 農道等維持管理経費 42％

（100％） 農地維持管理資材購入費 30％
その他 28％

協定参加者 農業者 35人

２．取組に至る経緯

急な山腹に樹園地を拓いた集落で、温暖な気候と南斜面に降り注ぐ日光を活かし

たみかんやキウイフルーツ等の果樹栽培が中心である。

昭和40年代までは人力のみで、急な斜面での農作業は厳しく、とりわけみかんの

搬出は大変な労力だった。このため、昭和44年に農道組合を設立し、農道の整備を

進めた。自動車・農作業機が使用できるように労力が軽減され、以後、集落共同で

整備された農道を維持してきた。しかしながら、みかん価格の低迷や高齢化等によ

り、次第に農道の維持管理が難しくなってきた。

このような状況の中で、中山間地域等直接払制度が始まり、平成12年度に集落協

定を締結した。

３．取組の内容

農道の維持管理は、農作業の省力化の他、雨水排水対策のためにも重要である。

集落では、交付金を充当して農道の維持管理を行っているが、見回りや清掃の他に、

簡易な補修も実施している。また、台風や大雨の後には分担して見回りを行い、風

倒木の処理にも交付金を活用している。

農道は、ハイキングコースとしても利用されているので、景観作物を植えてハイ

カーの目を楽しませている。

その他、近年は鳥獣被害も深刻化しているので、被害対策も行っている。

農道清掃作業 景観作物の植え付け



［集落の将来像]
みんなが元気なみかんの里
美しいみかん山をいつまでも守り、花一杯運動を実践するなど、みんなが明るく暮らせる集落を目指

す。

［将来像を実現するための活動目標]

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田6ha） 周辺林地の下草刈り 農作業の共同化
土壌流棒に配慮した営農 （果樹剪定を共同で行う）

個別対応 （茶の機械の共同化）
個別対応

個別対応
水路・農道の管理
・農道2.8km 景観作物作付け

年2回 補修、草刈り （景観作物として草花 女性の参画
・水路 を安洞農道沿いに作 （女性が担い手となれるよう、

年2回 清掃、草刈り 付けた。） 作業機の研修等を行う

共同取組活動 共同取組活動 共同取組活動

農地法面の定期的な点検
（年２回及び随時）

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

協定締結後、共同取組活動で農道や承水路を管理してきたので、雨水排水機能が確保さ

れ、急傾斜の農地が保全されている。特に大雨や台風の後には、みんなで見回り、風倒木

を処理するようになったことは大変よかった。また、共同で作業をすることが増加し、そ

のための会合が増えたので、「みんなが手伝ってくれるから何とか頑張ろう。」という気持

ちが広がり、高齢化している中でも営農意欲が高まった。

［平成21年度までの主な成果］
○ 高齢者が動けなくなった時に集落でスムーズに代わりを務められるようになった。
○ 農業者の子供が町外に居住していても、みかんの繁忙期には週末に手伝いに来てくれるようになった。
○ 道路や水路の管理に関心が一層高まった。
○ 景観作物はハイカーから好評だった。


